
東京電力ホールディングス株式会社
環境線量低減対策
2018/5/31現在

環境線量低減対策 スケジュール

22 29 6 13 20 27 3 10 17 上 中 下 前 後

4号機海側：2017年10月完了
3号機海側：～2018年7月完了予定
その他海側エリア：工程検討中
※１～４号機周辺の線量低減は、原子炉建屋上部の
線量低減対策及び周辺ヤードの整備等を実施中。
（使用済燃料プール対策分野　参照）

～2019年3月予定
※造成レベル変更に伴う各付帯設備の位置・構造が
変更となる。

～2019年11月予定

2017年9月16日1号機タービン建屋下屋の雨樋に
浄化材を試験設置。浄化材の効果を確認中。

～2019年6月予定

～2020年7月予定

～2020年7月予定

環
境
線
量
低
減
対
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評
価

放
射
線
量
低
減

敷地内線量低減
・段階的な線量低減

海洋汚染拡大防止
・モニタリング
・排水路整備

環境影響評価
・モニタリング
・傾向把握、効果
   評価

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

（実　績）
  【護岸エリア地下水対策】港湾内外海水モニタリング
　　　　　　　　　　　 　 地下水モニタリング

  【排水路対策】排水路モニタリング
　　　　　 　 　Ｋ排水路上流部調査（浄化材の効果の確認）
　　　　　 　 　排水路清掃等（道路・排水路清掃）

  【港湾復旧改造工事】北防波堤改造工事
　　　　　　　　　　  南防波堤改造工事
　　　　　　　　　　  ブロック製造工（２Ｆ構内）
　【港湾復旧改造工事】北防波堤改造工事
　　　　　　　　　　　南防波堤改造工事
　　　　　　　　　　　ブロック製造工（２Ｆ構内）

（予　定）
 
　【護岸エリア地下水対策】港湾内外海水モニタリング
  　　　　　　　　　 　　　地下水モニタリング

　【排水路対策】排水路モニタリング
　　　　　 　 　 Ｋ排水路上流部調査（浄化材の効果の確認）
                       K排水路上流部調査（枝管サンプリング（雨期））
　　　　　 　  　排水路清掃等（道路・排水路清掃）
　
　【港湾復旧改造工事】北防波堤改造工事
　　　　　　　　　　　南防波堤改造工事
　　　　　　　　　　　ブロック製造工（２Ｆ構内）
　
 
 

現
場
作
業

現
場
作
業

検
討
・
設
計

（実　績）
　・1～4号機原子炉建屋上部ダスト濃度測定、放出量評価
　・降下物測定（月１回）
　・発電所周辺、沿岸海域モニタリング（毎日～月1回）
　・20km圏内 魚介類モニタリング（月1回 11点）
　・茨城県沖における海水採取（毎月）
　・宮城県沖における海水採取（毎月）

（予　定）
　・1～4号機原子炉建屋上部ダスト濃度測定、放出量評価
　・降下物測定（月１回）
　・発電所周辺、沿岸海域モニタリング（毎日～月1回）
　・20km圏内 魚介類モニタリング（月1回 11点）
　・茨城県沖における海水採取（毎月）
　・宮城県沖における海水採取（毎月）

検
討
・
設
計

現
場
作
業

検
討
・
設
計

（実　績）
    ○線量率測定
　　・構内全域の状況把握サーベイ
　　　（３０mメッシュの全測定箇所を年度内にデータ更新）
　　・構内全域の走行サーベイ[1回／３ヶ月]
　 ○線量低減対策
　　・土捨場南側エリア（伐採・造成工・路盤舗装　等）
　　・土捨場北側エリア（伐採・盛土工　等）
　　・建屋エリア（３号機海側等）　(建物除去・路盤舗装　等）

（予　定）
 　 ○線量率測定
　　・構内全域の状況把握サーベイ
　　　（３０mメッシュの全測定箇所を年度内にデータ更新）
　　・構内全域の走行サーベイ[1回／３ヶ月]
　 ○線量低減対策
　　・土捨場南側エリア（伐採・造成工・路盤舗装　等）
　　・土捨場北側エリア（伐採・盛土工　等）
　　・建屋エリア（３号機海側等）　(建物除去・路盤舗装　等）

4月 5月 6月 備　考7月 8月
下

港湾内外海水モニタリング

降下物測定

海水・海底土測定（発電所周辺, 茨城県沖, 宮城県沖）

20km圏内 魚介類モニタリング

1,2,3,4u放出量評価

1,2,3,4uR/B測定
1uR/B

2uR/B

4uR/B

1,2,3,4u放出量評価

3uR/B

エリア平均で 5μSv/hを達成したエリア

土捨場南側エリア （伐採・造成工・路盤舗装 等）

■線量率測定

構内全域の状況把握サーベイ（30ｍメッシュサーベイ）

①１～４号機周辺 ※

■線量低減対策

②その他エリア

2016年9月末現在

1～4号機周辺

土捨場南側エリア 土捨場北側エリア （伐採・盛土工 等）

土捨場北側エリア
建屋エリア（３号機海側等） (建物除去・路盤舗装 等）

地下水モニタリング

排水路モニタリング

K排水路上流部調査(浄化材の効果の確認)

排水路清掃等

■港湾復旧改造工事

北防波堤改造工事（ケーソン堤） ブロック設置

ブロック製造工（２Ｆ構内）

■護岸エリア地下水対策

■排水路対策

潜水調査・測量（ドローン調査等）

海上工事開始▽

▼下期報告

構内全域の走行サーベイ（第1四半期分）

K排水路上流部調査(枝管サンプリング)

南防波堤改造工事（ケーソン堤/防波堤） ブロック設置

北防波堤改造工事（防波堤） ブロック設置

南防波堤改造工事（防波堤） 海水モニター電線管防護工事

南防波堤改造工事（防波堤） ＢＣ、Ｋ排水路横断橋補強工事

南防波堤改造工事 上部工撤去工

▽ブロック製造開始
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2018年5⽉31⽇

タービン建屋東側における
地下⽔及び海⽔中の放射性物質濃度の状況について

東京電⼒ホールディングス株式会社



モニタリング計画（観測点の配置）

 

海洋への影響のモニタリング
港湾内の放射能濃度分布のモニタリング

港湾内への影響のモニタリング
地下⽔濃度のモニタリング

基本的な測定項⽬及び頻度
γ線 全β H-3 Sr-90

1回/週 1回/週 1回/週 1回/⽉

・天候により採取できない場合がある。
・必要に応じて測定頻度を⾒直す。
・港湾内海⽔については排⽔路付け替えの

影響をモニタリングするため、γ線、全β
について当⾯の間1回/⽇としている。

シルトフェンス
海側遮⽔壁

港湾⼝北東側 港湾⼝東側 港湾⼝南東側

南防波堤南側

5,6号機
放⽔⼝北側

1u 2u 3u 4u

1号機 2号機 3号機 4号機

6号機 5号機

北防波堤北側

港湾⼝

6号機
取⽔⼝前

1号機取⽔⼝
遮⽔壁前

2号機取⽔⼝
遮⽔壁前 南側遮⽔壁前

物揚場前

港湾内
⻄側

港湾内
北側

港湾中央

港湾内
東側

港湾内
南側

東波除提
北側

南放⽔⼝付近
（南放⽔⼝から約320m南）
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モニタリング結果の概要

＜タービン建屋東側の地下⽔濃度＞
○ 観測点によっては⼤⾬時に⼀時的な変動が⾒られるが、全体的に低下もしくは横ばい

傾向にあり、⼤きな変化は⾒られていない。

＜排⽔路における排⽔濃度＞
○ 降⾬時に濃度が上昇する傾向にあるが、全体的に低下傾向にある。

・道路及び排⽔路の清掃を実施中、排⽔路及び枝管に浄化材を設置中

＜港湾内外の海⽔濃度＞
○ 港湾内では⼤⾬時に上昇が⾒られるが、港湾外では変化は⾒られず告⽰濃度未満で

推移している。
・港湾内（取⽔路開渠内含む）の濃度について、上昇時においても告⽰濃度を⼗分に

下回っている。
・道路・排⽔路の清掃、フェーシング、海側遮⽔壁閉合、取⽔路開渠出⼝へのシルト

フェンス設置等の対策の効果によるものと考えられる。
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＜1号機北側、1,2号機取⽔⼝間＞

タービン建屋東側の地下⽔濃度（1/2）

地下⽔移送量（移送先：2号機ﾀｰﾋﾞﾝ建屋）

1号機北側揚⽔ﾋﾟｯﾄ
1,2号機間改修ｳｪﾙ,ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ
地下⽔ﾄﾞﾚﾝ中継ﾀﾝｸ(A)

88 m3/週
(5/17 0時〜5/24 0時)
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＜2,3号機取⽔⼝間、3,4号機取⽔⼝間＞

タービン建屋東側の地下⽔濃度（2/2）

地下⽔移送量（移送先：2号機ﾀｰﾋﾞﾝ建屋）
2,3号機間改修ｳｪﾙ
地下⽔ﾄﾞﾚﾝ中継ﾀﾝｸ(B)

0 m3/週
(5/17 0時〜5/24 0時)

3,4号機間改修ｳｪﾙ 0 m3/週
(5/17 0時〜5/24 0時)
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タービン建屋東側の地下⽔濃度の状況

＜1,2号機取⽔⼝間エリア＞
○ No.1-6でH-3濃度は2017.11より2,000Bq/㍑程度から15,000Bq/㍑程度まで上昇した

が、2018.3以降低下上昇を繰り返し、現在8,000Bq/㍑程度となっている。
○ No.1-8でH-3濃度は2017.12より900Bq/㍑程度から上昇し、現在2,000Bq/㍑程度と

なっている。
○ No.1-12で全β濃度は2018.1より2,000Bq/㍑程度から低下傾向にあり、現在400Bq/㍑

程度となっている。
○ No.1-16でH-3濃度は2018.3より3,000Bq/㍑程度から低下傾向にあり、現在

1,600Bq/㍑程度となっている。
○ No.1-17でH-3濃度は2017.12より30,000Bq/㍑程度から低下傾向にあり、現在

20,000Bq/㍑程度となっている。

＜2,3号機取⽔⼝間エリア＞
○ No.2-3でH-3濃度は2017.11より1,000Bq/㍑程度から上昇傾向にあり、現在2,000Bq

/㍑程度となっている。全β濃度は2017.12より600Bq/㍑程度から上昇傾向にあり、
現在2,000Bq/㍑程度となっている。

○ No.2-5でH-3濃度は2017.11より700Bq/㍑程度から上昇傾向にあり、現在1,800Bq/㍑
程度となっている。全β濃度は2018.3より40,000Bq/㍑程度から上昇傾向にあり、現在
70,000Bq/㍑程度となっている。

＜3,4号機取⽔⼝間エリア＞
○ No.3-4でH-3濃度は2018.1より2,000Bq/㍑程度から低下傾向にあり、現在

1,000Bq/㍑程度となっている。
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1号機北側の地下⽔の濃度推移（1/2）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/9/17 14/1/15 14/5/15 14/9/12 15/1/10 15/5/10 15/9/7 16/1/5 16/5/4 16/9/1 16/12/30 17/4/29 17/8/27 17/12/25 18/4/24

1号機北側の地下⽔の濃度推移（H-3）

地下水No.0-1
H-3

地下水No.0-1-2
H-3

地下水No.0-2
H-3

地下水No.0-3-1
H-3

地下水No.0-3-1
H-3ND値

地下水No.0-3-2
H-3

地下水No.0-4
H-3

Bq/L

H-3

告示濃度

60000Bq/L

※検出限界値未満の場合は△で示す。

検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁閉合完了

2015/10/26

地下水ドレン稼働開始

2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始

2016/3/31(～10/31)
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1号機北側の地下⽔の濃度推移（2/2）

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/9/17 14/1/15 14/5/15 14/9/12 15/1/10 15/5/10 15/9/7 16/1/5 16/5/4 16/9/1 16/12/30 17/4/29 17/8/27 17/12/25 18/4/24

1号機北側の地下⽔の濃度推移（全β）

地下水No.0-1
全β

地下水No.0-1-2
全β

地下水No.0-2
全β

地下水No.0-3-1
全β

地下水No.0-3-1
全βND値

地下水No.0-3-2
全β

地下水No.0-4
全β

Bq/L

Sr-90

告示

濃度

30Bq/L

※検出限界値未満の場合は□で示す。

検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁閉合完了

2015/10/26

地下水ドレン稼働開始

2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始

2016/3/31(～10/31)
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1,2号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（1/2）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/9/17 14/1/15 14/5/15 14/9/12 15/1/10 15/5/10 15/9/7 16/1/5 16/5/4 16/9/1 16/12/30 17/4/29 17/8/27 17/12/25 18/4/24

1,2号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（H-3）

地下水No.1
H-3

地下水No.1-6
H-3

地下水No.1-8
H-3

地下水No.1-9
H-3

地下水No.1-9
H-3ND値

地下水No.1-11
H-3

地下水No.1-12
H-3

地下水No.1-14
H-3

地下水No.1-16
H-3

地下水No.1-17
H-3

1,2uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

1,2u改修ｳｴﾙ
H-3

Bq/L

H-3

告示濃度
60000Bq/L

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働

※検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁閉合完了

2015/10/26

地下水ドレン稼働開始

2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始

2016/3/31(～10/31)
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1,2号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（2/2）

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/9/17 14/1/15 14/5/15 14/9/12 15/1/10 15/5/10 15/9/7 16/1/5 16/5/4 16/9/1 16/12/30 17/4/29 17/8/27 17/12/25 18/4/24

1,2号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（全β、Sr-90）

地下水No.1
全β

地下水No.1
Sr-90

地下水No.1-6
全β

地下水No.1-8
全β

地下水No.1-9
全β

地下水No.1-9
全βND値

地下水No.1-11
全β

地下水No.1-12
全β

地下水No.1-14
全β

地下水No.1-16
全β

地下水No.1-17
全β

1,2uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

1,2u改修ｳｴﾙ

全β

Bq/L

Sr-90

告示

濃度
30Bq/L

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働

※検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁閉合完了

2015/10/26

地下水ドレン稼働開始

2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始

2016/3/31(～10/31)
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2,3号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（1/2）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/9/17 14/1/15 14/5/15 14/9/12 15/1/10 15/5/10 15/9/7 16/1/5 16/5/4 16/9/1 16/12/30 17/4/29 17/8/27 17/12/25 18/4/24

2,3号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移(H-3)

地下水No.2
H-3

地下水No.2-2
H-3

地下水No.2-3
H-3

地下水No.2-5
H-3

地下水No.2-6
H-3

地下水No.2-7
H-3

地下水No.2-8
H-3

2,3uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

2,3u改修ｳｴﾙ
H-3

Bq/L

H-3

告示濃度
60000Bq/L

※： 2017/2/2～10/26、2018/2/1～
揚水停止のため採取していない。

※

海側遮水壁閉合完了

2015/10/26

地下水ドレン稼働開始

2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始

2016/3/31(～10/31)
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2,3号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（2/2）

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/9/17 14/1/15 14/5/15 14/9/12 15/1/10 15/5/10 15/9/7 16/1/5 16/5/4 16/9/1 16/12/30 17/4/29 17/8/27 17/12/25 18/4/24

2,3号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移(全β、Sr-90)

地下水No.2
全β

地下水No.2
Sr-90

地下水No.2-2
全β

地下水No.2-3
全β

地下水No.2-5
全β

地下水No.2-6
全β

地下水No.2-7
全β

地下水No.2-8
全β

2,3uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

2,3u改修ｳｴﾙ

全β

Bq/L

Sr-90

告示

濃度

30Bq/L

※： 2017/2/2～10/26、2018/2/1～揚水停止のため採取していない。

※

海側遮水壁閉合完了

2015/10/26

地下水ドレン稼働開始

2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始

2016/3/31(～10/31)
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3,4号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（1/2）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/9/17 14/1/15 14/5/15 14/9/12 15/1/10 15/5/10 15/9/7 16/1/5 16/5/4 16/9/1 16/12/30 17/4/29 17/8/27 17/12/25 18/4/24

3,4号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（H-3）

地下水No.3
H-3

地下水No.3-2
H-3

地下水No.3-3
H-3

地下水No.3-4
H-3

地下水No.3-5
H-3

地下水No.3-5
H-3ND値

3,4uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

3,4u改修ｳｴﾙ
H-3

Bq/L

H-3

告示濃度

60000Bq/L

※1： 2015/5/20～7/8 水位低下のため採取できず。

※1

※検出限界値未満の場合は◇で示す。検出限界値は各地点とも同じ。
※2： 2015/10/15,29,11/5 水位低下のため採取できず。 2017/2/2～2017/8/31、2018/2/1～揚水停止のため採取していない。

※2

海側遮水壁閉合完了

2015/10/26

地下水ドレン稼働開始

2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始

2016/3/31(～10/31)
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3,4号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（2/2）

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/9/17 14/1/15 14/5/15 14/9/12 15/1/10 15/5/10 15/9/7 16/1/5 16/5/4 16/9/1 16/12/30 17/4/29 17/8/27 17/12/25 18/4/24

3,4号機取⽔⼝間の地下⽔の濃度推移（全β）

地下水No.3
全β

地下水No.3-2
全β

地下水No.3-3
全β

地下水No.3-4
全β

地下水No.3-5
全β

地下水No.3-5
全βND値

3,4uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

3,4u改修ｳｴﾙ

全β

Bq/L

Sr-90

告示

濃度

30Bq/L

※1： 2015/5/20～7/8 水位低下のため採取できず。

※1

※検出限界値未満の場合は◇で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

※2

※2： 2015/10/15,29,11/5 水位低下のため採取できず。 2017/2/2～2017/8/31、2018/2/1～揚水停止のため採取していない。

海側遮水壁閉合完了

2015/10/26

地下水ドレン稼働開始

2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始

2016/3/31(～10/31)
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＜A排⽔路＞
○ 道路・排⽔路の清掃を実施中
○ 多核種除去設備エリアの排⽔を港湾外から港湾内へ付け替える⼯事を完了

(2018年3⽉26⽇通⽔開始)
○ Cs-137濃度が⾼めであるが低下傾向の推移となっている。

＜物揚場排⽔路＞
○ 道路・排⽔路の清掃を実施中
○ H-3濃度、Cs-137濃度、全β濃度とも低下傾向にある。

＜K排⽔路＞
○ 道路・排⽔路の清掃を実施中、排⽔路及び枝管に浄化材を設置中
○ H-3濃度、Cs-137濃度が⾼めであるが低下傾向の推移となっている。
○ Cs-137、Cs-134濃度と全β濃度がほぼ等しい。

＜C排⽔路＞
○ 道路・排⽔路の清掃を実施中
○ 降⾬時にCs-137濃度よりも全β濃度が上昇する傾向にあるが、全体的に低下傾向にある。

排⽔路における排⽔濃度の状況
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排⽔路における排⽔の濃度推移（Cs-137）
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排⽔路における排⽔の濃度推移（H-3）
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排⽔路における排⽔の濃度推移（全β）



※  “<○”は検出限界以下を示す。
※ 単位： Bq/L 
※ トリチウム試料は試料採取日

に示された日付より前に採取
された試料であることがある。

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 0.79
全β <14
H-3 <1.9

6号機取⽔⼝前

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 1.1
全β <14
H-3 2.4

物揚場前

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 0.85
全β <15
H-3 1.6

港湾内東側

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 0.81
全β <15
H-3 <1.5

港湾内⻄側

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 <0.30
全β <15
H-3 <1.5

港湾内北側

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 <0.25
全β <15
H-3 <1.5

港湾内南側

試料採取⽇ 18/5/28
Cs-137 <0.57
全β 9.3
H-3 <0.85

5,6号機放⽔⼝北側

試料採取⽇ 18/5/28
Cs-137 <0.63
全β 11
H-3 1

南放⽔⼝付近

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 <0.54
全β <17
H-3 1.9

港湾⼝

試料採取⽇ 18/5/28
Cs-137 <0.56
全β <18
H-3 <0.91

北防波堤北側

試料採取⽇ 18/5/28
Cs-137 <0.62
全β <18
H-3 <0.91

港湾⼝北東側
試料採取⽇ 18/5/28
Cs-137 <0.67
全β <18
H-3 <0.91

港湾⼝東側
試料採取⽇ 18/5/28
Cs-137 <0.53
全β <18
H-3 <0.91

港湾⼝南東側

試料採取⽇ 18/5/28
Cs-137 <0.69
全β <18
H-3 <0.91

南防波堤南側

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 5.1
全β <14
H-3 9.8

東波除提北側

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 4.7
全β 23
H-3 11

1号機取⽔⼝遮⽔壁前

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 3.9
全β <14
H-3 7.5

2号機取⽔⼝遮⽔壁前

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 4.1
全β 15
H-3 7.4

南側遮⽔壁前

：告示濃度以下のもの
：告示濃度をどれかが超えているもの

＜告示濃度＞
Cs-137： 90Bq/L
Sr-90 ： 30Bq/L
H-3 ：60,000Bq/L

※Sr-90は全β濃度からK-40の寄
与分を差し引いた値の1/2とした

試料採取⽇ 18/5/29
Cs-137 0.78
全β <17
H-3 <1.5

港湾中央

18

港湾内外の海⽔濃度

＊2：2017.2.11以降
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ箇所を
南に50m移動

＊2

＊1

＊1：2018年3⽉23⽇
以降南放⽔⼝より
約320m南の地点
に変更
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港湾内外の海⽔濃度の状況

＜１〜４号機取⽔路開渠内エリア＞
○ 告⽰濃度未満で推移しているが、⼤⾬時にCs-137濃度、Sr-90濃度の上昇が⾒られる。
○ 海側遮⽔壁鋼管⽮板打設・継⼿処理の完了後、濃度の低下が⾒られる。
○ 位置変更のために新しいシルトフェンスを設置した2017.1.25以降、Cs-137濃度の

上昇が⾒られる。

＜港湾内エリア＞
○ 告⽰濃度未満で推移しているが、⼤⾬時にCs-137濃度、Sr-90濃度の上昇が⾒られる。
○ 1〜４号機取⽔路開渠内エリアより低いレベルとなっている。
○ 海側遮⽔壁鋼管⽮板打設・継⼿処理の完了後、濃度の低下が⾒られる。

＜港湾外エリア＞
○ 海側遮⽔壁鋼管⽮板打設・継⼿処理の完了後、Cs-137濃度、Sr-90濃度の低下が⾒ら

れ、告⽰濃度未満で推移していて変化は⾒られていない。
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１〜４号機取⽔路開渠内の海⽔の濃度推移（1/3）

0.1

1

10

100

1000

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（Cs-137）

港湾中央
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

東波除堤北側

Cs-137 ND値

1号機取水口遮水壁前
Cs-137

2号機取水口遮水壁前
Cs-137

南側遮水壁前
Cs-137

Bq/L

Cs-137

告示濃度

90Bq/L

海側遮水壁鋼管矢板打設

2015/9/10～9/22

(一次打設完了9/19)
海側遮水壁継手処理

2015/9/23～10/26

※1：開渠外の採取点
※2：2017/2/11以降、採取点を南に50m移動

※1

注：2016/1/19以降、検出限界値を見直し（3→0.7q/L）。
検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同等

※2

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換)

2017/1/25
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１〜４号機取⽔路開渠内の海⽔の濃度推移（2/3）

1

10

100

1,000

10,000

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

１〜４号機取⽔路開渠内の海⽔の濃度推移（H-3）

港湾中央
H-3

東波除堤北側
H-3

東波除堤北側

H-3 ND値

1号機取水口遮水壁前
H-3

2号機取水口遮水壁前
H-3

南側遮水壁前
H-3

Bq/L
H-3

告示濃度

60000Bq/L

※1

注：2015/11/23以降、検出限界値を見直し（50→3Bq/L）。
検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同じ。 （ 但し、港湾中央は2Bq/L）

海側遮水壁鋼管矢板打設

2015/9/10～9/22

(一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理

2015/9/23～10/26

※1：開渠外の採取点
※2：2017/2/11以降、採取点を南に50m移動

※2

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換)

2017/1/25
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１〜４号機取⽔路開渠内の海⽔の濃度推移（3/3）

0.1

1

10

100

1000

10000

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

１〜４号機取⽔路開渠内の海⽔の濃度推移（全β、Sr-90）

港湾中央

全β
東波除堤北側

全β
東波除堤北側

全β ND値

1号機取水口遮水壁前

全β
2号機取水口遮水壁前

全β
南側遮水壁前

全β
港湾中央
Sr-90

東波除堤北側
Sr-90

南側遮水壁前
Sr-90

東波除堤北側

Sr-90 ND値

Bq/L

Sr-90

告示濃度

30Bq/L

※1：開渠外の採取点 ※2：2017/2/11以降、採取点を南に50m移動

※1

注：全βは天然の放射性物質K-40（10～20Bq/L）を含む。
全βについて検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁鋼管矢板打設

2015/9/10～9/22

(一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理

2015/9/23～10/26

※2

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換)

2017/1/25

注：Sr-90について検出限界値未満の場合は○で示す。検出限界値は各地点とも同じ。
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港湾内の海⽔の濃度推移（1/3）

0.1

1

10

100

1000

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

港湾内の海⽔の濃度推移（Cs-137）

物揚場
Cs-137

６号機取水口前
Cs-137

港湾内北側
Cs-137

港湾内西側
Cs-137

港湾内東側
Cs-137

港湾内東側

Cs-137 ND値

港湾内南側
Cs-137

港湾口
Cs-137

港湾口

Cs-137 ND値

Bq/L

海底土被覆工事

2014/6/30～2015/4/23

Cs-137

告示濃度

90Bq/L

注： 2015/9/16以降、検出限界値を見直し（1.5→0.7Bq/L）。

港湾口が検出限界値未満の場合は △ で示す。（検出限界値は物揚場、６号機取水口前も同等）

港湾内北側・西側・東側・南側について2016/6/1以降、検出限界値を見直し（0.7→0.4Bq/L）。検出限界値未満の場合は □ で示す。

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換)

2017/1/25

海側遮水壁鋼管矢板打設

2015/9/10～9/22

(一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理

2015/9/23～10/26
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港湾内の海⽔の濃度推移（2/3）

0.1

1

10

100

1000

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

港湾内の海⽔の濃度推移（H-3）

物揚場
H-3

６号機取水口前
H-3

港湾内北側
H-3

港湾内西側
H-3

港湾内東側
H-3

港湾内東側

H-3 ND値

港湾内南側
H-3

港湾口
H-3

Bq/L

H-3

告示濃度

60000Bq/L

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換)

2017/1/25

海側遮水壁鋼管矢板打設

2015/9/10～9/22

(一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理

2015/9/23～10/26
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港湾内の海⽔の濃度推移（3/3）

0.001

0.01

0.1

1

10

100

1000

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

港湾内の海⽔の濃度推移（全β、Sr-90）

物揚場

全β
６号機取水口前

全β
港湾内北側

全β
港湾内西側

全β
港湾内東側

全β
港湾内東側

全β ND値

港湾内南側

全β
港湾口

全β
物揚場
Sr-90

物揚場

Sr-90 ND値

港湾内北側
Sr-90

港湾口
Sr-90

港湾口

Sr-90 ND値

Bq/L

Sr-90

告示濃度

30Bq/L

海底土被覆工事

2014/6/30～2015/4/23

注： 全βは天然の放射性物質K-40（10～20Bq/L）を含む。全βについて、検出限界値未満の場合は△で示す（検出限界値は各地点とも同じ）。
Sr-90について、物揚場が検出限界値未満の場合は◇で示す。2017/4/3以降、検出限界値を見直し（0.3→0.01Bq/L）。
港湾口が検出限界値未満の場合は○で示す（検出限界値は港湾内北側も同じ）。

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換)

2017/1/25
海側遮水壁鋼管矢板打設

2015/9/10～9/22

(一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理

2015/9/23～10/26
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港湾外の海⽔の濃度推移（1/3）

0.1

1

10

100

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

港湾外の海⽔の濃度推移（Cs-137）

港湾口東側
Cs-137

港湾口東側

Cs-137 ND値

港湾口北東側
Cs-137

北防波堤北側
Cs-137

港湾口南東側
Cs-137

南防波堤南側
Cs-137

5,6号機放水口北側
Cs-137

南放水口付近
Cs-137

Bq/L

※： 2016/9/5以降、護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。 2016/9/21以降、南放水口より約330m南の地点（従来より約1km北）に変更。
2017/1/27以降、南放水口より約280m南の地点に変更。 2018/3/23以降、南放水口より約320m南の地点に変更。

※

海側遮水壁鋼管矢板打設

2015/9/10～9/22

(一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理

2015/9/23～10/26
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港湾外の海⽔の濃度推移（2/3）

0.1
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100

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

港湾外の海⽔の濃度推移（H-3）

港湾口東側
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港湾口東側

H-3 ND値

港湾口北東側
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5,6号機放水口北側
H-3

南放水口付近
H-3
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※

※： 2016/9/5以降、護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。 2016/9/21以降、南放水口より約330m南の地点（従来より約1km北）に変更。
2017/1/27以降、南放水口より約280m南の地点に変更。 2018/3/23以降、南放水口より約320m南の地点に変更。

注： 2018/4/23以降、検出限界値を見直し（2→1Bq/L）。



0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

15/1/1 15/4/1 15/6/30 15/9/28 15/12/27 16/3/26 16/6/24 16/9/22 16/12/21 17/3/21 17/6/19 17/9/17 17/12/16 18/3/16

港湾外（南北放⽔⼝）の海⽔の濃度推移（Sr-90）
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南放水口付近
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港湾外の海⽔の濃度推移（3/3）

注： 2017/4/17以降、検出限界値を見直し（0.01→0.001Bq/L）。
検出限界値未満の場合は○で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

※： 2016/9/5以降、護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。2016/9/21以降、南放水口
より約330m南の地点（従来より約1km北)に変更。2017/1/27以降、南放水口より約280m南の
地点に変更。2018/3/23以降、南放水口より約320m南の地点に変更。

※

※
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＜参考＞港湾⼝海⽔モニタの測定結果

※検出限界値未満（ND）の場合は、グラフにデータが表⽰されません。
（検出限界値）

・セシウム（Cs)134 ： 0.02 Bq/L
・セシウム（Cs)137 ： 0.05 Bq/L
・全β ： 8.7 Bq/L 

※海⽔放射線モニタは、荒天により海上が荒れた場合、巻き上がった海底砂の影響等により、データが変動する場合があります。
※参 考 「福島第⼀原⼦⼒発電所原⼦炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則」に定める告⽰濃度限度は、以下の通り。

・セシウム（Cs)134 ： 60 Bq/L
・セシウム（Cs)137 ： 90 Bq/L

○ 設備の不具合および清掃・点検保守作業等により、データが⽋測する場合があります。
○ 2018年5⽉28⽇10時48分より、紫外線殺菌装置の設備不具合によりデータが⽋測しております。



排⽔路の濃度低減対策について

東京電⼒ホールディングス株式会社

2018年5⽉31⽇



＜集⽔流域（エリア）と流出先（排⽔路）＞
１〜４号機周辺エリア → Ｋ排⽔路
貯蔵タンクエリア → B,C排⽔路
物揚場周辺エリア → 物揚場排⽔路
多核種除去設備エリア → Ａ排⽔路
5,6号機南⻄側エリア → 5,6号機排⽔路
敷地⻄側エリア → 物揚場・Ｋ排⽔路
地下⽔BP  エリア → 物揚場・Ｋ排⽔路

１．排⽔路位置図

：エリア境界
：採⽔箇所

：排⽔路
凡例

：陸側遮⽔壁

1

※A排⽔路は、2018年
3⽉26⽇より付替、港
湾内に排⽔中。

事務局会議18/3/29情報追記



2

場所
調査結果 対策

Cs性状 排⽔の汚染状況 ⽬的 ⽅法

①屋根⾯ イオン状Cs
（多）

ガレキ等から
イオン状Csが溶出

汚染を取り除く 敷砂等撤去
⾬⽔を近づけない 汚染源の隔離（フェーシング）

排⽔中のCsを取り除く 浄化材設置

②建屋周辺

イオン状Cs
（半分）

Csを吸着した⼟壌等か
らイオン状Csが溶出

⾬⽔を近づけない 路盤整備（フェーシング）

排⽔中のCsを取り除く 浄化材設置

粒⼦状Cs
（半分）

Csを吸着した⼟粒⼦が
混⼊して流出

汚染を取り除く 排⽔路清掃
排⽔中のCsを取り除く 浄化材設置

③法⾯ 粒⼦状Cs
（少）

フェーシングにより
汚染は低減

汚染を取り除く 道路・排⽔路清掃
⾬⽔を近づけない フェーシング

• K排⽔路の対策は３分類のエリア毎に性状に応じた重層的な対策を実施中

２－１．K排⽔路濃度低減対策（流域の分類による対策）

K排⽔路

砕⽯ 鉄板

中継桝ヒューム管
⼀部地下浸透

②建屋周辺(舗装)

②建屋周辺(⼟壌)

①屋根⾯⾬ ⾬⾬

③法⾯



R/B ： 原⼦炉建屋
T/B ： タービン建屋
Rw/B： 廃棄物処理建屋

3

【凡例】

FSTR他

4R/B上屋
4Rw/B

1,2S/B

4FSTR

3,4S/B

3T/B下屋

4T/B上屋

4T/B下屋

2T/B上屋

2T/B下屋

2R/B下屋 3R/B下屋 4R/B下屋

2R/B上屋

1T/B下屋
1R/B下屋

1T/B上屋

3C/B4C/B1C/B2C/B

汚染源除去・浄化対策済箇所

汚染源除去・新規防⽔済
2017年8⽉

⾬⽔排⽔ルート切替済

1Rw/B

3Rw/B
2Rw/B1R/B上屋 3R/B上屋

3T/B上屋

汚染源除去・新規防⽔済
2017年6⽉

⾬⽔排⽔ルート切替済

汚染源除去・新規防⽔済
2017年6⽉

⾬⽔排⽔ルート切替済

陸側遮⽔壁

屋根カバー設置済
2013年7⽉

⾬⽔排⽔

⾬⽔排⽔

排気筒 排気筒

K排⽔路

縦樋浄化材設置
2017年9⽉

仮設コンベア室撤去
2015年10⽉

ルーフブロック・敷砂撤去
2015年3⽉

汚染源除去済
2018年5⽉

２－２．K排⽔路濃度低減対策実施状況（①屋根⾯）

ドーム屋根設置済
2018年2⽉

ルーフブロック・敷砂撤去
2016年3⽉

事務局会議18/3/1追記



 屋上⾯の汚染低減対策後に屋根⾬⽔の⽔質調査を実施し,対策の効果を確認した。
 1,2,4号機T/B建屋上屋屋根⾯の⾬⽔の⽔質は,本設防⽔により⼤幅に改善された。

4

建屋
Cs-137⾬⽔分析結果（単位：Bq/L）

排⽔ルート切替⽇
対策前 対策後

1号機T/B 980〜2,700
(14/11/26)

180
(17/10/13)

320
(18/3/1)

250
(18/4/25)

17/6/30
（建屋周辺地⾯に浸透）

2号機T/B 420〜10,000
(14/12/1)

89
(17/10/13)

370
(18/3/1)

48
(18/4/25)

17/6/19
（建屋周辺地⾯に浸透）

4号機T/B 1,600
(14/6/12)

56
(17/6/19)

290
(18/3/1)

42
(18/4/25)

17/8/3
（建屋周辺地⾯に浸透）

【施⼯前】4号機T/B屋
上

【現況】4号機T/B屋上（本設防⽔完了）

２－２－１．１，２，４号機T/B建屋上屋の対策状況

事務局会議17/6/29に⾬⽔分析結果追記



• 2号機R/B建屋上のルーフブロック等の屋根保護層撤去を実施し，屋上の汚染物の撤去
を実施する。

• 主な⼯事内容は以下の通り
2号機R/B建屋の屋根保護層撤去（2018年5⽉11⽇完了）
（ルーフブロックの撤去・敷砂の撤去）

5

FHMガーダ⻄⾯
⼯事箇所

⼯事対象範囲

２－２－２．2号機R/B屋根対策（1/2）
事務局会議17/9/28に完了⽇追記
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２－２－２．2号機R/B屋根対策（2/2）作業状況

• 2号機R/B屋根対策の作業状況

④作業完了状況③屋上残砂清掃状況

②遠隔重機によるルーフブロック・砂撤去状況①作業前状況
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２－２－３．１〜３号機T/B建屋下屋浄化材設置（1/2）

 ⾼線量かつ重機アクセスが困難であり，汚染源除去の
早期実施が難しいR/B，T/B下屋の⾬⽔対策として，
2017年に⾬樋の調査を実施。

 各号機にて，⾬⽔の調査（セシウム濃度および流量）
を実施するとともに，1号機に試験的に浄化装置設置を
⾏い，効果を確認した。

図2 ⾬⽔浄化装置（イメージ図）図1 ⾬樋調査位置図

事務局会議17/11/30より
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２－２－３．１〜３号機T/B建屋下屋浄化材設置（2/2）調査結果

分析結果（Bq/L） 浄化後（Bq/L)
調査点 採⽔⽇時 Cs-134 Cs-137 Cs-134 Cs-137

1TB-1
2017/9/28 10:00 260 2,200 11 120
2017/9/28 12:00 300 2,800 ND 28

1TB-2
2017/9/7 11:00 5,000 43,000 － －
2017/9/28 10:00 1,400 12,000 － －
2017/9/28 12:00 1,700 15,000 － －

2TB-1
2017/9/28 10:00 370 2,700 － －
2017/9/28 12:00 520 3,900 － －

3TB-1
2017/9/28 10:00 4,800 37,000 － －
2017/9/28 12:00 4,200 33,000 － －

表 タービン建屋下屋の⾬樋⽔質分析結果
図１ 浄化材線量測定位置

図２ 通⽔量と浄化材の表⾯線量率

 セシウム137濃度の⾼いタービン建屋下屋の⾬樋に設
置した浄化装置通過前後で採⽔，分析を⾏ったところ，
浄化材通過後のセシウム137濃度は1/18〜1/100に低
下しており，想定していた1/10を上回る効果が確認さ
れた。

 浄化材の表⾯線量率も通⽔量に⽐例して上昇しており，
上部ほど線量率の上昇が⼤きいことからも，浄化装置
により⾬樋排⽔が浄化されているものと考えられる。

⽔の流れ

事務局会議17/11/30より



R/B ： 原⼦炉建屋
T/B ： タービン建屋
Rw/B： 廃棄物処理建屋
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FSTR他

4R/B上屋
4Rw/B

1,2S/B

4FSTR

3,4S/B

3T/B下屋

4T/B上屋

4T/B下屋

2T/B上屋

2T/B下屋

2R/B下屋 3R/B下屋 4R/B下屋

2R/B上屋

1T/B下屋
1R/B下屋

1T/B上屋

3C/B4C/B1C/B2C/B

1Rw/B

3Rw/B
2Rw/B1R/B上屋 3R/B上屋

3T/B上屋

排気筒 排気筒

K排⽔路

２－３．K排⽔路濃度低減対策実施状況（②建屋周辺・③法⾯）

⾬⽔桝・側溝への浄化材設置
2015年3⽉

枝管出⼝への浄化材設置
2016年9⽉

：枝管出⼝への浄化設置箇所

：⾬⽔桝・側溝への浄化設置箇所

凡例

法⾯のフェーシング完了
2016年3⽉

2号⻄側周辺路盤整備完了
2016年11⽉

道路・排⽔路清掃済
2018年度以降継続

砕⽯・敷鉄板ヤード整備
2018年3⽉

砕⽯・敷鉄板ヤード整備
継続中

：汚染源除去・浄化対策済箇所

：暫定対策実施箇所

事務局会議18/4/26等追記
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• １〜３号機建屋周辺のヤード整備及び⻄側や北側法⾯フェーシングを実施している。

【1号機建屋周辺ヤード整備】

２－３－１．建屋周辺・法⾯の整備状況

撮影：2018年4⽉

【2号機建屋周辺ヤード整備】

【3号機建屋周辺ヤード整備】 【北側法⾯フェーシング】
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• 建屋周辺の平均線量率は,下表に⽰す⼯事等の
進捗により,2.5m盤及び8.5m盤ともに年々低
下の傾向を⽰している。

＜ 2.5ｍ盤 ＞

＜ 8.5ｍ盤 ＞■平均線量率

単位：[μSv/h]

単位：[μSv/h]

■線量分布

※ 線量測定：地表⾯から1cm程度をコリメートして測定。

地表⾯
（ｺﾘﾒｰﾄ）

線量低減に寄与した
主な⼯事

2014年度
(2015.2) 234 ・１〜４号機⼭側法⾯の

除染、フェーシング
・凍⼟壁⼯事や各⼯事の

ヤード整備に伴う⽡礫
撤去等

・３号機原⼦炉建屋オペ
フロ遮へい設置及び燃
料取扱設備の設置

・４号機タービン建屋東
側の環境整備

2015年度
(2015.12) 160

2016年度
（2017.3） 97

2017年度
(2018.2) 61

地表⾯
（ｺﾘﾒｰﾄ）

線量低減の寄与した
主な⼯事

2014年度
（2015.2） 58

・フェーシング⼯事

・循環⽔ポンプ周辺の⽡
礫撤去等

・３号機原⼦炉建屋オペ
フロ遮へい設置

2015年度
（2015.12） 16

2016年度
（2017.2） 6.9

2017年度
(2018.2) 4.5

【2018年3⽉】

提供：⽇本スペースイメージング（株）(C)DigitalGlobe

【2016年4⽉】

２－３－２．建屋周辺・法⾯の線量分布
事務局会議18/4/26追記
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 A、BC、K、物揚場排水路全てで、各四半期平均Cs濃度は、告示濃度（90Bq/L）未満。
 Ｋ排水路の2017年度の第1四半期の平均Cs濃度は12Bq/L。

※ 各期間中に排⽔路で採⽔分析したCs濃度(同⽇に複数データがあるものは最⼤値を採⽤)を整理した。
※ 平均値とは，各四半期間の原則1回/⽇のCs-137濃度を累計し，期間⽇数で除したもの。
※ 平均流量は，サンプリング時間における流量(m3/s)を24時間分に換算したもの。

期間
降⽔量
(mm)

K排⽔路Cs-137 A排⽔路Cs-137 物揚場Cs-137 BC排⽔路Cs-137

平均値
(Bq/L)

期間
最⼤値
(Bq/L)

平均流量
(m3/⽇)

平均値
(Bq/L)

期間
最⼤値
(Bq/L)

平均流量
(m3/⽇)

平均値
(Bq/L)

期間
最⼤値
(Bq/L)

平均流量
(m3/⽇)

平均値
(Bq/L)

期間
最⼤値
(Bq/L)

平均流量
(m3/⽇)

2015
年度

1Q 294 32 270 1,300 10 36 320 13 140 130 1.6 20 960

2Q 771 84 910 2,000 7.0 38 1,400 14 77 270 1.3 18 4,000

3Q 233 24 210 1,400 5.3 19 500 5.8 45 280 1.0 5.8 3,000

4Q 131 22 140 1,200 4.2 12 460 3.2 30 340 1.0 6.1 2,600

2016
年度

1Q 391 32 290 1,300 6.2 36 1,800 4.8 57 880 1.2 7.0 4,200

2Q 680 74 1,100 1,800 7.8 32 3,100 4.7 22 2,200 1.5 6.7 4,000

3Q 140 14 210 1,200 6.2 19 810 1.4 16 1,200 1.3 3.7 830

4Q 134 7 90 1,000 6.4 14 740 1.2 3.8 870 0.9 2.0 1,400

2017
年度

1Q 214 12 130 1,900 8.4 20 1,900 2.1 33 1,300 1.5 13 1,900

2Q 401 22 490 2,000 6.7 14 1,400 3.4 100 1,400 1.2 4.1 2,000

3Q 447 11 82 3,100 3.3 26 2,800 2.3 25 2,300 0.9 2.2 3,100

4Q 215 11 170 1,600 2.6 16 1,600 2.0 32 850 1.0 10 3,300

 A・BC・K・物揚場排⽔路全てで，各四半期平均Cs濃度は告⽰濃度（90Bq/L）未満を達成している。
 Ｋ排⽔路の2017年度の第3四半期までの濃度は，前年⽐の3〜8割程度に低減。
 Ｋ排⽔路の2017年度の各期における最⼤値は90Bq/Lを上回る⽇があるが，最⼤値は2016年度の約半分に低減。

３－１．排⽔路の排⽔濃度（３ヶ⽉平均のCs濃度）



 Ｋ排⽔路は,降⾬の多い第２四半期はCs濃度・流量ともに多いが，期間放出量は2016年度の約7割程度に低減。

※ 各期間中に排⽔路で採⽔分析したCs濃度(同⽇に複数データがあるものは最⼤値を採⽤)を整理した。
※ K排⽔路については各四半期間の晴天⽇（降⾬量0mm/⽇）及び降⾬⽇（降⾬量0.5ｍｍ/⽇以上）の平均値も整理した。
※ 平均値とは，各四半期間の原則1回/⽇のCs-137濃度を累計し，期間⽇数で除したもの。
※ 平均流量は，サンプリング時間における流量(m3/s)を24時間分に換算したもの。
※ 期間放出量とは，各⽇の濃度×流量の値を該当区間分累計したもの（降⾬⽇・晴天⽇についても同様，当該⽇の濃度と流量はWebにて公開）。
※ 期間放出量は，四捨五⼊により，降⾬⽇と晴天⽇を加算した値と異なる項がある。

K排⽔路
Cs137

期間
降⽔量
(mm)

降⾬⽇ 晴天⽇ 四半期間
(降⾬⽇+晴天⽇)

降⾬⽇
平均値
(Bq/L)

降⾬⽇
平均流量
(m3/⽇)

期間
降⾬⽇数

(⽇)

期間
放出量

(Bq/3⽉)

晴天⽇
平均値
(Bq/L)

晴天⽇
平均流量
(m3/⽇)

期間
晴天⽇数

(⽇)

期間
放出量

(Bq/3⽉)

期間
放出量

(Bq/3⽉)

2015
年度

1Q 294 51 1,700 33 4×109 21 1,100 58 1×109 6×109

2Q 771 130 2,800 43 2×1010 42 1,200 49 3×109 3×1010

3Q 233 48 2,200 20 4×109 17 1,200 72 1×109 5×109

4Q 131 36 2,100 13 1×109 19 1,000 78 2×109 3×109

2016
年度

1Q 391 60 2,300 30 9×109 18 780 61 9×108 1×1010

2Q 680 130 2,800 44 2×1010 26 840 48 1×109 2×1010

3Q 140 39 1,600 21 2×109 6.6 1,100 71 5×108 3×109

4Q 134 17 1,900 15 3×108 4.3 830 75 3×108 6×108

2017
年度

1Q 214 14 4,000 23 3×109 12 1,200 68 1×109 4×109

2Q 401 34 2,400 45 5×109 9.4 1,600 47 7×108 6×109

3Q 447 24 7,200 21 8×109 6.5 1,900 71 1×109 9×109

4Q 215 27 3,000 17 3×109 7.9 1,300 73 8×108 4×109
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３－２．K排⽔路の排⽔濃度・放出量



R/B ： 原⼦炉建屋
T/B ： タービン建屋
Rw/B： 廃棄物処理建屋

14

【凡例】
今後の対策箇所

FSTR他

4R/B上屋
4Rw/B

1,2S/B

4FSTR

3,4S/B

3T/B下屋

4T/B上屋

4T/B下屋

2T/B上屋

2T/B下屋

2R/B下屋 3R/B下屋 4R/B下屋

2R/B上屋

1T/B下屋
1R/B下屋

1T/B上屋

3C/B4C/B1C/B2C/B

ガレキ撤去・防⽔・破損個所
屋根設置

(2020年度上期完了予定)

ガレキ撤去作業中
（2023年度カバー
設置完了予定）

汚染源除去・浄化対策済箇所

1Rw/B

3Rw/B
2Rw/B1R/B上屋 3R/B上屋

3T/B上屋

陸側遮⽔壁

排気筒 排気筒

K排⽔路

縦樋浄化材設置
（2018年9⽉予定）

４．K排⽔路濃度低減対策（今後の計画）

道路・排⽔路清掃，浄化材交換
(2018年度以降も継続)

ガレキ撤去・防⽔
(2020年度上期完了予定)

ガレキ撤去・防⽔
実施時期検討中

事務局会議18/3/1追記



2018 年 5 月 31 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

原子炉建屋からの追加的放出量の評価結果（２０１８年４月） 

 

【評価結果】 

 ２０１８年４月における１～４号機原子炉建屋からの追加的放出量を評価した結果，2.9×104 （Bq/時）未

満であり，放出管理の目標値（1.0×107Bq/時）を下回っていることを確認した。 

 本放出における敷地境界の空気中放射性物質濃度は，Cs-134：1.6×10-12（Bq/cm3），Cs-137：

6.4×10-12（Bq/cm3）であり，当該値が 1 年間継続した場合，敷地境界における被ばく線量は，年間  

０．０００２３ｍSv未満となる。 

参考：核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づく線量限度等を定める告示 

周辺監視区域外の空気中の濃度限度･･･Cs-134：２×10-5（Bq/cm3），Cs-137：３×10-5（Bq/cm3） 
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【評価手法】 

 １～４号機原子炉建屋からの放出量（セシウム）を，原子炉建屋上部等の空気中放射性物質濃度（ダスト濃

度），連続ダストモニタ及び気象データ等の値を基に評価を実施。（詳細な評価手法については別紙参照） 

 希ガスについては，格納容器ガス管理設備における分析結果から放出量を評価しているが，放出されるガン

マ線実効エネルギーがセシウムに比べて小さく，被ばく経路も放射性雲の通過による外部被ばくのみとなる

ため，これによる被ばく線量は，セシウムによる被ばく線量に比べて小さいと評価している。 

 

 

 

放出管理の目標値： １．０×１０７（Bq／時） 

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。 

5 月 29 日公表済み 



【各号機における放出量の推移】 
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２号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移
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３号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移
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４号機 燃料取り出し用カバーからの放出量推移
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１号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移

 

《評価》 

    １号機については、機器ハッチの月一回の空気中放射性物質濃度の測定値が上がったため、放出量が増

加した。２号機については、ブローアウトパネル隙間の月一回の空気中放射性物質濃度の測定値が低下した

ため放出量が減少した。３号機については、機器ハッチの月一回の空気中放射性物質濃度の測定値が低下

したため放出量が減少した。４号機については、３月とほぼ同程度の放出量であった。 



東京電⼒ホールディングス株式会社

1〜4号機原⼦炉建屋からの

（詳細データ）

別紙

追加的放出量評価結果   2018年4⽉評価分
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1. 放出量評価について



端数処理の都合上，合計が⼀致しない場合があります。

 単位：Bq/時

Cs-134 Cs-137 Cs-134 Cs-137 希ガス Cs-134 Cs-137 合計
1号機 3.1E+2未満 2.7E+3未満 2.0E+1未満 2.4E+1未満 1.7E+7 3.3E+2未満 2.7E+3未満 3.0E+3未満

2号機 2.7E+3未満 1.8E+4未満 3.3E+1未満 2.8E+1未満 6.1E+8 2.8E+3未満 1.8E+4未満 2.1E+4未満

3号機 6.3E+2未満 1.2E+3未満 2.3E+1未満 1.9E+1未満 8.6E+8 6.6E+2未満 1.2E+3未満 1.8E+3未満

4号機 1.6E+3未満 1.2E+3未満 － － － 1.6E+3未満 1.2E+3未満 2.8E+3未満

合計 5.3E+3未満 2.3E+4未満 2.9E+4未満－

放出量評価値(4⽉評価分)
原⼦炉建屋上部 PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ Cs-134,Cs-137合計値

単位：Bq/時

Cs-134 Cs-137 Cs-134 Cs-137 希ガス Cs-134 Cs-137 合計
1号機 1.2E+2未満 1.3E+2未満 2.3E+1未満 2.0E+1未満 1.8E+7 1.4E+2未満 1.5E+2未満 2.9E+2未満

2号機 1.0E+4未満 7.3E+4未満 3.1E+1未満 2.4E+1未満 6.7E+8 1.0E+4未満 7.3E+4未満 8.3E+4未満

3号機 1.0E+3未満 3.4E+3 2.9E+1未満 2.2E+1未満 8.8E+8 1.0E+3未満 3.4E+3未満 4.4E+3未満

4号機 1.4E+3未満 1.3E+3未満 － － － 1.4E+3未満 1.3E+3未満 2.7E+3未満

合計 1.3E+4未満 7.8E+4未満 9.1E+4未満－

放出量評価値(3⽉評価分)
原⼦炉建屋上部 PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ Cs-134,Cs-137合計値
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2.1 １号機の放出量評価

4. 放出量評価
原⼦炉直上部+建屋隙間(Cs-134)
原⼦炉直上部+建屋隙間(Cs-137)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量)

1. 原⼦炉直上部
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）⽉間漏洩率評価 : m3/h
( 現在の崩壊熱より蒸気発⽣量(          m3/s)を評価)

2. 建屋隙間
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）⽉間漏洩率評価 :              m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）⽉間平均流量結果 : m3/h

端数処理の都合上，合計が⼀致しない場合があります。

⽉間平均値が⼀番⾼い箇所の
ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を採⽤

原⼦炉建屋

ﾌｨﾙﾀｰ
出⼝

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ
１号機原⼦炉建屋の開⼝部のｲﾒｰｼﾞ

■

■

■ ■

3.PCVｶﾞｽ管理
ｼｽﾃﾑ

２．機器ﾊｯﾁ

■
■

１．原⼦炉直上部

1.6E+2
2018.4.1

採取日 核種
①原子炉

ウェル上部
北側

原子炉
ウェル上部

北西側

原子炉
ウェル上部

南側
Cs-134 ND(1.5E-7) ND(1.1E-7) ND(1.2E-7)
Cs-137 ND(9.9E-8) ND(1.0E-7) ND(1.0E-7)

4/2

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 5.6E-2

Cs-137 3.7E-2

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄ
ﾓﾆﾀ値

2.7E-6 3.0E-6

採取日 核種 ①機器ﾊｯﾁ

Cs-134 ND(1.5E-7)
Cs-137 1.4E-6

4/2

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 7.1E-2

Cs-137 6.6E-1

ﾀﾞｽﾄ
ﾓﾆﾀ値

2.1E-6 2.7E-06

相対比①/②

採取日 核種 ①PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

Cs-134 ND(1.0E-6)
Cs-137 ND(1.2E-6)

4/2

②ﾀﾞｽﾄ採取期間
(cps)

月間平均
(cps)

Cs-134 5.5E-8

Cs-137 6.6E-8

ﾀﾞｽﾄ
ﾓﾆﾀ値

1.8E+1 1.8E+1

相対比①/②

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 8.4E-1

= 3.0E-6 × 5.6E-2 × 1.6E+2 ×1E+6 + 2.7E-6 ×7.1E-2 × 1.5E+3 × 1E+6 = 3.1E+2Bq/時未満
= 3.0E-6 × 3.7E-2 × 1.6E+2 ×1E+6 + 2.7E-6 ×6.6E-1 × 1.5E+3 × 1E+6 = 2.7E+3Bq/時未満
= 1.8E+1 × 5.5E-8 × 2.0E+1 ×1E+6 = 2.0E+1Bq/時未満
= 1.8E+1 × 6.6E-8 × 2.0E+1 ×1E+6 = 2.4E+1Bq/時未満
= 8.4E-1 × 2.0E+1 × 1E+6 = 1.7E+7Bq/時
= 1.7E+7 × 24 ×365 ×2.5E-19 ×0.0022/0.5 ×1E+3 = 1.6E-7mSv/年

2.0E+01

4.5E-2

1.5E+3
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2.2 ２号機の放出量評価

（２）⽉間排気設備流量 :  m3/h

1. 排気設備
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）⽉間漏洩率評価 : m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

4. 放出量評価
排気設備出⼝+ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間(Cs-134)
排気設備出⼝+ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間(Cs-137)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量)

2.ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果（単位Bq/cm3）

（２）⽉間平均流量結果 : m3/h

端数処理の都合上，合計が⼀致しない場合があります。

原⼦炉建屋

3.PCVｶﾞｽ管理
ｼｽﾃﾑ

1.排気設備

2.ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間

ﾌｨﾙﾀｰ
⼊⼝

ﾌｨﾙﾀｰ
出⼝

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

ﾌｨﾙﾀｰ
出⼝

２号機原⼦炉建屋の開⼝部のｲﾒｰｼﾞ

採取日 核種 ①排気設備出口

Cs-134 ND(1.4E-7)

Cs-137 ND(1.4E-7)
4/12

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 7.3E-1

Cs-137 7.3E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 1.9E-7 1.6E-7

採取日 核種
①PCVｶﾞｽ管理

ｼｽﾃﾑ出口

Cs-134 ND(1.1E-6)

Cs-137 ND(9.3E-7)
4/12

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 4.2E+1

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 1.2E+0
Cs-137 9.9E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 9.4E-7 1.9E-6

= 1.6E-7 × 7.3E-1 × 1.0E+4 ×1E+6 + 8.9E-8 ×1.7E+4 × 1E+6 = 2.7E+3Bq/時未満
= 1.6E-7 × 7.3E-1 × 1.0E+4 ×1E+6 + 1.0E-6 ×1.7E+4 × 1E+6 = 1.8E+4Bq/時未満
= 1.9E-6 × 1.2E+0 × 1.5E+1 ×1E+6 = 3.3E+1Bq/時未満
= 1.9E-6 × 9.9E-1 × 1.5E+1 ×1E+6 = 2.8E+1Bq/時未満
= 4.2E+1 × 1.5E+1 × 1E+6 = 6.1E+8Bq/時
= 6.1E+8 × 24 ×365 ×2.4E-19 ×0.0022/0.5 ×1E+3 = 5.7E-6mSv/年

1.0E+4

1.7E+4

1.5E+01

採取日 核種 排気設備入口

Cs-134 8.9E-8

Cs-137 1.0E-6
4/12
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2.3 ３号機の放出量評価
1. 原⼦炉直上部

4. 放出量評価
原⼦炉直上部+機器ﾊｯﾁ(Cs-134)
原⼦炉直上部+機器ﾊｯﾁ(Cs-137)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr)
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量)

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）⽉間漏洩率評価 : m3/h
(              現在の崩壊熱より蒸気発⽣量(          m3/s)を評価)

2. 機器ハッチ
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）⽉間漏洩率評価 : m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）⽉間平均流量結果 : m3/h

端数処理の都合上，合計が⼀致しない場合があります。

⽉間平均値が⼀番⾼い箇所の
ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を採⽤

原⼦炉建屋

2.機器ﾊｯﾁ ﾌｨﾙﾀｰ
出⼝

3.PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

３号機原⼦炉建屋の開⼝部のｲﾒｰｼﾞ

1.原⼦炉直上部

2.0E+2
2018.4.1 5.5E-2

3.9E+3 1.8E+1

採取日 核種 ①南

Cs-134 ND(9.1E-8)

Cs-137 ND(9.9E-8)
4/5

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 2.7E-2

Cs-137 2.9E-2

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄ
ﾓﾆﾀ値

3.4E-6 2.7E-6

採取日 核種 ①機器ﾊｯﾁ

Cs-134 ND(1.3E-7)
Cs-137 2.4E-7

4/5

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 6.6E-2

Cs-137 1.2E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄ
ﾓﾆﾀ値

2.0E-6 2.4E-6

採取日 核種 ①PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

Cs-134 ND(1.3E-6)
Cs-137 ND(1.1E-6)

4/5

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 4.7E+1

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 5.7E-2

Cs-137 4.8E-2

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄ
ﾓﾆﾀ値

2.3E-5 2.2E-5

= 2.7E-6 × 2.7E-2 × 2.0E+2 ×1E+6 + 2.4E-6 ×6.6E-2 × 3.9E+3 × 1E+6 = 6.3E+2Bq/時未満
= 2.7E-6 × 2.9E-2 × 2.0E+2 ×1E+6 + 2.4E-6 ×1.2E-1 × 3.9E+3 × 1E+6 = 1.2E+3Bq/時未満
= 2.2E-5 × 5.7E-2 × 1.8E+1 ×1E+6 = 2.3E+1Bq/時未満
= 2.2E-5 × 4.8E-2 × 1.8E+1 ×1E+6 = 1.9E+1Bq/時未満
= 4.7E+1 × 1.8E+1 × 1E+6 = 8.6E+8Bq/時
= 8.6E+8 × 24 ×365 ×3.0E-19 ×0.0022/0.5 ×1E+3 = 9.9E-6mSv/年
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2.4 ４号機の放出量評価

3. 放出量評価
燃料取出し⽤ｶﾊﾞｰ隙間+燃料取出し⽤ｶﾊﾞｰ排気設備(Cs-134)  

燃料取出し⽤ｶﾊﾞｰ隙間+燃料取出し⽤ｶﾊﾞｰ排気設備(Cs-137)

1. 燃料取出し⽤ｶﾊﾞｰ隙間
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）⽉間漏洩率評価 : m3/h

（２）⽉間排気設備流量 : m3/h

2. 燃料取出し⽤ｶﾊﾞｰ排気設備
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

原⼦炉建屋 2. 燃料取出し⽤ｶﾊﾞｰ排気設備

1.燃料取出し⽤
ｶﾊﾞｰ隙間

ﾀﾞｽﾄ採取ﾗｲﾝ
（3ヶ所）

ﾌｨﾙﾀｰ
⼊⼝

ﾌｨﾙﾀｰ
出⼝

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ
４号機原⼦炉建屋の開⼝部のｲﾒｰｼﾞﾀﾞｽﾄ測定結果及び相対⽐より、放出量が最⼤となる箇所を採⽤

端数処理の都合上，合計が⼀致しない場合があります。

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 2.2E-1
Cs-137 1.8E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 5.4E-7 5.9E-7

採取日 核種 ①SFP近傍
ﾁｪﾝｼﾞﾝｸﾞ

ﾌﾟﾚｲｽ近傍
ｶﾊﾞｰ上部

Cs-134 ND(1.2E-7) ND(1.3E-7) ND(1.0E-7)
Cs-137 ND(1.0E-7) ND(9.9E-8) ND(9.9E-8)

4/4

採取日 核種 ①排気設備出口

Cs-134 ND(1.4E-8)

Cs-137 ND(9.9E-9)
4/4

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 1.2E-1
Cs-137 8.3E-2

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 1.2E-7 1.3E-7

6.2E+3

5.0E+4

=5.9E-7 ×2.2E-1 ×6.2E+3 ×1E+6 +1.3E-7 ×1.2E-1 × 5.0E+4 ×1E+6 = 1.6E+3Bq/時未満

= 5.9E-7 ×1.8E-1 ×6.2E+3 ×1E+6 +1.3E-7 ×8.3E-2 × 5.0E+4 ×1E+6 = 1.2E+3Bq/時未満
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参考1 評価のイメージ

STEP1 ⽉間の連続ダストモニタのトレンドを確認
※連続ダストモニタは、
全βのため被ばく評価に使⽤できない

STEP2 ⽉１回の空気中放射性物質濃度測定値と連続ダストモニタの値を⽐較
・例 4⽉8⽇に⽉１回の空気中放射性物質濃度測定 ・・・①

→核種毎（Cs134.137）にデータが得られる
・同時刻の連続ダストモニタの値を確認 ・・・②
・上記２つのデータの⽐を評価 ・・・③

③相対⽐=①空気中放射性物質濃度／②ダストモニタの値

STEP3 連続性を考慮した空気中放射性物質濃度を評価
・連続ダストモニタのデータに③相対⽐を乗じて、

連続性を考慮した空気中放射性物質濃度を評価

• ⽉１回の空気中放射性物質濃度測定値と連続ダストモニタのデータから連続性を考慮した空気中放
射性物質濃度を評価

4/8

4/1 4/30

：連続ダストモニタのデータ

●：空気中放射性物質濃度測定結果
●：4⽉8⽇の連続ダストモニタデータ

①
② 相対⽐

③=①／②

4/1 4/304/8

：連続性を考慮した空気中放射性物質濃度
：連続ダストモニタデータ

×③
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参考2 １号機建屋の漏洩率評価

 評価⽅法
空気漏洩量は外部⾵速、建屋内外圧差、隙間⾯積などから計算で求める。

 計算例

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：上面部圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：機器ハッチ隙間面積（m2）

S2：R/B非常用扉開口面積（m2）

S3：R/B二重扉開口面積（m2）

S4：R/B大物搬入口横扉（m2）

ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

C5：風圧係数(上面部)

ζ：形状抵抗係数

→   →

↓

↑

↑
V0

P

原子炉建屋
（平面図）

V6(P6=0)

S3

P1
P2

P4

V3
P3

(二重扉)

P5

原子炉建屋
（立面図）

S1

V5

(機器ハッチ”開”)

(大物搬入口”閉”)

V1 V2

(非常用扉”閉”)

S2
(非常用扉”閉”)

北

S4

4⽉28⽇ 北北⻄ 2.1m/s
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参考2 １号機建屋の漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　　　 ：P5=C5×ρ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると

P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P-P5=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（10）

P6-P=ζ×ρ×V6^2/(2g) ・・・（11）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S4+V3×S2+V6×S3)×3600=(V2×0+V4×0+V5×S1)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S4+V3×S2+V6×S3)×3600-(V2×0+V4×0+V5×S1)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５，Ｖ６は（６），（７），（８），（９），（10），（11）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
2.05 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4

(m2) (m2) (m2) (m2)
25.48 0.00 0.29 0.10

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.205837 -0.12865 0.02573 -0.12865 -0.10292 0 -0.10288

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.59 0.46 1.02 0.46 0.02 0.92

IN OUT IN OUT OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

機器ハッチ漏えい量 1,560 m3/h
漏洩率 1,560 m3/h

ＯＫ

0.00

Y

(m3/h)
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参考2 １号機建屋の漏洩率評価

 週ごとの漏洩量評価（⼀例）

 漏洩量合計

16⽅位毎の平均⾵速から漏洩率を前⾴のように評価する。

評価期間 4/1 ～ 4/7 4/8 ～ 4/14 4/15 ～ 4/21 4/22 ～ 4/28 4/29 ～ 4/30 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

1,055,615 720 1,466

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

252,614 208,095 260,998 90,640243,268

4月22日 4月23日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日 4月28日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 2.2 434 0.9 1.3 411 0.0 0.0 0

西北西風 1.6 0.5 1,031 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.2 1.8 801 0.9 2.0 587 3.0 0.5 1,995

北西風 2.6 0.3 1,823 1.5 1.0 1,049 1.3 1.3 912 2.3 1.2 1,614 1.6 3.2 1,163 1.0 0.7 715 1.7 2.7 1,197

北北西風 3.0 5.3 2,250 2.8 8.5 2,132 1.6 9.2 1,222 3.0 14.2 2,250 2.5 3.5 1,924 0.8 0.5 609 2.1 3.3 1,560

北風 3.3 3.5 2,493 3.6 10.5 2,746 1.7 3.8 1,330 3.1 6.2 2,353 1.9 1.8 1,481 1.1 0.3 799 2.1 1.8 1,605

北北東風 2.0 1.0 1,497 3.1 4.0 2,334 1.2 0.7 894 2.0 1.7 1,507 1.4 0.3 1,027 0.7 0.3 495 3.4 1.2 2,609

北東風 0.7 0.3 465 0.0 0.0 0 1.5 1.2 1,052 1.7 0.7 1,233 1.5 1.3 1,072 0.0 0.0 0 3.6 1.8 2,606

東北東風 1.3 0.7 839 0.0 0.0 0 1.4 2.7 913 1.5 0.2 987 0.7 0.2 460 0.0 0.0 0 2.7 0.3 1,776

東風 1.3 0.7 623 0.0 0.0 0 1.2 1.3 576 0.0 0.0 0 1.1 0.7 529 0.0 0.0 0 1.7 0.2 799

東南東風 1.1 0.8 526 0.0 0.0 0 1.3 1.8 598 0.0 0.0 0 2.0 0.3 916 1.5 0.3 681 1.9 1.3 899

南東風 2.3 3.5 1,070 0.0 0.0 0 1.7 0.7 787 0.0 0.0 0 2.4 2.2 1,131 1.5 1.2 725 2.4 1.2 1,148

南南東風 3.2 5.7 1,487 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 2.0 1,175 3.9 5.2 1,828 3.7 1.8 1,717

南風 3.3 1.2 1,564 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.4 0.5 674 3.4 5.3 1,609 3.8 3.8 1,765

南南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.8 611 2.6 2.7 1,222 3.0 2.7 1,386

南西風 0.8 0.2 376 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 1.2 443 2.3 1.0 1,089 1.3 1.0 627

西南西風 0.8 0.2 376 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.3 611 1.0 0.5 486 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

39,034 57,340 24,160 51,766 24,415 26,626 37,658
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価

 評価⽅法
空気漏洩量は外部⾵速、建屋内外圧差、隙間⾯積などから計算で求める。

 計算例
4⽉28⽇ 北北⻄ 2.1m/s

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：排気風速（m/s）

P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：R/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：非常用扉開口面積（m2）

S2：大物搬入口開口面積（m2）

S3：BP隙間面積（m2）

S4：R/B二重扉(南北)開口面積（m2）

S5：排気ダクト面積（m2）

ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

ζ：形状抵抗係数

↓ ↑ ↓

↑

→ →

V0

北

P

原子炉建屋

P5=0
V5

S2

S3 S4S4

V4

P1
V1

P2
V2

P4

P3

(大物搬入口”閉”)

(排気設備)

(二重扉) S5

V6

S1
(非常用扉)

V3

(二重扉)

P5=0
V5

(BP開口部)
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると

P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（５）

P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（６）

P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（７）

P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（８）

P5-P=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（９）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×0+V3×(S1+S2)+V5×S4)×3600=(V2×0+V4×S3+V6×S5)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×0+V3×(S1+S2)+V5×S4)×3600-(V2×0+V4×S3+V6×S5)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（５），（６），（７），（８），（９）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるようにＰの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
2.05 0.80 -0.50 0.10 -0.50 1.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
2.075 0.000 3.500 4.150 0.500

P1 P2 P3 P4 P5 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.205837 -0.12865 0.02573 -0.12865 0 -0.04117

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

2.01 1.20 1.05 1.20 0.82 2.78

IN OUT IN OUT IN OUT(排気)

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

排気ファン風量 5,000 m3/h
漏洩率 15,061 m3/h

0.00

ＯＫ

Y

(m3/h)
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価

 週ごとの漏洩量評価（⼀例）

 漏洩量合計

16⽅位毎の平均⾵速から漏洩率を前⾴のように評価する。

評価期間 4/1 ～ 4/7 4/8 ～ 4/14 4/15 ～ 4/21 4/22 ～ 4/28 4/29 ～ 4/30 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

11,966,008 720 16,619

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

3,181,869 2,427,155 2,675,310 1,251,6692,430,004

4月22日 4月23日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日 4月28日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 2.2 6,229 0.9 1.3 5,822 0.0 0.0 0

西北西風 1.6 0.5 12,746 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.2 1.8 9,622 0.9 2.0 6,648 3.0 0.5 25,715

北西風 2.6 0.3 20,537 1.5 1.0 11,242 1.3 1.3 9,580 2.3 1.2 18,034 1.6 3.2 12,620 1.0 0.7 7,174 1.7 2.7 13,039

北北西風 3.0 5.3 22,348 2.8 8.5 21,109 1.6 9.2 11,468 3.0 14.2 22,350 2.5 3.5 18,913 0.8 0.5 4,839 2.1 3.3 15,061

北風 3.3 3.5 21,499 3.6 10.5 24,024 1.7 3.8 9,812 3.1 6.2 20,095 1.9 1.8 11,332 1.1 0.3 4,372 2.1 1.8 12,588

北北東風 2.0 1.0 9,981 3.1 4.0 15,797 1.2 0.7 5,755 2.0 1.7 10,052 1.4 0.3 6,695 0.7 0.3 2,870 3.4 1.2 17,706

北東風 0.7 0.3 3,222 0.0 0.0 0 1.5 1.2 7,770 1.7 0.7 9,575 1.5 1.3 7,922 0.0 0.0 0 3.6 1.8 25,405

東北東風 1.3 0.7 9,227 0.0 0.0 0 1.4 2.7 10,436 1.5 0.2 11,641 0.7 0.2 3,678 0.0 0.0 0 2.7 0.3 24,384

東風 1.3 0.7 9,683 0.0 0.0 0 1.2 1.3 8,619 0.0 0.0 0 1.1 0.7 7,551 0.0 0.0 0 1.7 0.2 13,649

東南東風 1.1 0.8 7,551 0.0 0.0 0 1.3 1.8 9,203 0.0 0.0 0 2.0 0.3 16,436 1.5 0.3 11,106 1.9 1.3 16,037

南東風 2.3 3.5 14,158 0.0 0.0 0 1.7 0.7 9,155 0.0 0.0 0 2.4 2.2 15,244 1.5 1.2 8,149 2.4 1.2 15,534

南南東風 3.2 5.7 16,314 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 2.0 12,805 3.9 5.2 20,139 3.7 1.8 18,896

南風 3.3 1.2 21,898 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.4 0.5 7,379 3.4 5.3 22,632 3.8 3.8 25,154

南南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.8 8,983 2.6 2.7 19,487 3.0 2.7 22,298

南西風 0.8 0.2 5,394 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 1.2 6,669 2.3 1.0 18,543 1.3 1.0 10,087

西南西風 0.8 0.2 5,798 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.3 10,358 1.0 0.5 7,946 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

407,021 506,110 230,707 486,653 263,036 343,118 438,666
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参考4 ３号機原⼦炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価

 評価⽅法
空気漏洩量は外部⾵速、建屋内外圧差、隙間⾯積などから計算で求める。

 計算例
4⽉28⽇ 北北⻄ 2.1m/s

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

P1：上流側圧力（北）（Pa）

P2：下流側圧力（南）（Pa）

P3：上流側圧力（西）（Pa）

P4：下流側圧力（東）（Pa）

P5：上面部圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：R/B大物搬入口面積（m2）

S2：R/B非常用扉開口面積（m2）

S3：R/B二重扉開口面積（m2）

S4：機器ハッチ隙間面積（m2）

ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北)

C2：風圧係数(南)

C3：風圧係数(西)

C4：風圧係数(東)

C5：風圧係数(上面部)

ζ：形状抵抗係数

→

↑

↑

↓ ↑ ↓

→

V0

P

原子炉建屋
（平面図）

V6
(P6=0)

S3

P1
P2

P4
V4

V3
P3

(二重扉)

P5

原子炉建屋
（立面図）

S4

V5

機器
ハッチ

(大物搬入口”閉”)

V1
V2

(非常用扉”閉”)

S2
(非常用扉”閉”)

北

S3
(二重扉)

S1
(大物搬入口”閉”)

V6
(P6=0)
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参考4 ３号機原⼦炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（南）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（東）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　  ：P5=C5×ρ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると

P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P-P5=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（10）

P6-P=ζ×ρ×V6^2/(2g) ・・・（11）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×0+V3×(S1+S2)+V6×S3)×3600=(V2×0+V4×0+V5×S4)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×0+V3×(S1+S2)+V6×S3)×3600-(V2×0+V4×0+V5×S4)×3600

Ｖ１～Ｖ６は（６）～（11）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
2.05 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4

(m2) (m2) (m2) (m2)
0.00 0.00 6.05 1.01

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.205837 -0.12865 0.02573 -0.12865 -0.10292 0 -0.0028

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.31 1.01 0.48 1.01 0.90 0.15

IN OUT IN OUT OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

漏洩率 3,288 m3/h
建屋からの漏洩率 3,288 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00
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参考4 ３号機原⼦炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価

 週ごとの漏洩量評価（⼀例）

 漏洩量合計

16⽅位毎の平均⾵速から漏洩率を前⾴のように評価する。

評価期間 4/1 ～ 4/7 4/8 ～ 4/14 4/15 ～ 4/21 4/22 ～ 4/28 4/29 ～ 4/30 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

2,835,797 720 3,939

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

605,448 702,507 577,007 642,256 308,578

4月22日 4月23日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日 4月28日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 2.2 1,480 0.9 1.3 1,403 0.0 0.0 0

西北西風 1.6 0.5 2,513 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.2 1.8 1,954 0.9 2.0 1,430 3.0 0.5 4,865

北西風 2.6 0.3 4,090 1.5 1.0 2,352 1.3 1.3 2,045 2.3 1.2 3,620 1.6 3.2 2,608 1.0 0.7 1,604 1.7 2.7 2,686

北北西風 3.0 5.3 4,741 2.8 8.5 4,494 1.6 9.2 2,575 3.0 14.2 4,742 2.5 3.5 4,055 0.8 0.5 1,283 2.1 3.3 3,288

北風 3.3 3.5 5,254 3.6 10.5 5,787 1.7 3.8 2,803 3.1 6.2 4,959 1.9 1.8 3,120 1.1 0.3 1,684 2.1 1.8 3,383

北北東風 2.0 1.0 3,154 3.1 4.0 4,918 1.2 0.7 1,885 2.0 1.7 3,176 1.4 0.3 2,165 0.7 0.3 1,042 3.4 1.2 5,499

北東風 0.7 0.3 1,042 0.0 0.0 0 1.5 1.2 2,360 1.7 0.7 2,767 1.5 1.3 2,406 0.0 0.0 0 3.6 1.8 5,847

東北東風 1.3 0.7 2,045 0.0 0.0 0 1.4 2.7 2,225 1.5 0.2 2,406 0.7 0.2 1,123 0.0 0.0 0 2.7 0.3 4,330

東風 1.3 0.7 2,125 0.0 0.0 0 1.2 1.3 1,965 0.0 0.0 0 1.1 0.7 1,804 0.0 0.0 0 1.7 0.2 2,727

東南東風 1.1 0.8 1,796 0.0 0.0 0 1.3 1.8 2,041 0.0 0.0 0 2.0 0.3 3,127 1.5 0.3 2,326 1.9 1.3 3,067

南東風 2.3 3.5 3,651 0.0 0.0 0 1.7 0.7 2,686 0.0 0.0 0 2.4 2.2 3,862 1.5 1.2 2,474 2.4 1.2 3,918

南南東風 3.2 5.7 5,076 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 2.0 4,010 3.9 5.2 6,239 3.7 1.8 5,861

南風 3.3 1.2 5,338 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.4 0.5 2,299 3.4 5.3 5,493 3.8 3.8 6,025

南南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.8 2,085 2.6 2.7 4,170 3.0 2.7 4,731

南西風 0.8 0.2 1,283 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 1.2 1,512 2.3 1.0 3,716 1.3 1.0 2,138

西南西風 0.8 0.2 1,283 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.3 2,085 1.0 0.5 1,657 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

102,271 120,983 55,172 109,515 63,058 88,211 103,046
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参考5 ４号機燃料取出し⽤カバーの漏洩率評価

 評価⽅法
空気漏洩量は外部⾵速、建屋内外圧差、隙間⾯積などから計算で求める。

 計算例
4⽉28⽇ 北北⻄ 2.1m/s

V0：外気風速（m/s）

V1：カバー内流出入風速（m/s）

V2：カバー内流出入風速（m/s）

V3：カバー内流出入風速（m/s）

V4：カバー内流出入風速（m/s）

V5：カバー内流出入風速（m/s）

P：カバー内圧力（Pa）

→ → P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：R/B内圧力（0Pa）

S1：カバー隙間面積（m2）

S2：カバー隙間面積（m3）

S3：カバー隙間面積（m4）

S4：カバー隙間面積（m5）

S5：建屋床損傷部隙間面積（m2）

ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

ζ：形状抵抗係数

↑

↑

↑

V0

原子炉建屋

P1 P2

P4

V3

P5=0
原子炉建屋

V1 V2

S5

北

(建屋床損傷部)

P
カバー

P
カバー

建屋損傷部から
カバー内への流出入

V5

S2

S3

S1

S4

V4

P3

(送風気) (排風気)
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参考5 ４号機燃料取出し⽤カバーの漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると

P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（５）

P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（６）

P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（７）

P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（８）

P5-P=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（９）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600=(V2×S3+V4×S2)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600-(V2×S3+V4×S2)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（５），（６），（７），（８），（９）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
2.05 0.80 -0.50 0.10 -0.50 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
0.44 0.81 0.46 0.81 4.00

P1 P2 P3 P4 P5 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.205837 -0.12865 0.02573 -0.12865 0 -0.00088

V1 V2 V3 V4 V5

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.30 1.02 0.47 1.02 0.08

IN OUT IN OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

漏洩率 4,641 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00
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参考5 ４号機燃料取出し⽤カバーの漏洩率評価

 週ごとの漏洩量評価（⼀例）

 漏洩量合計

16⽅位毎の平均⾵速から漏洩率を前⾴のように評価する。

評価期間 4/1 ～ 4/7 4/8 ～ 4/14 4/15 ～ 4/21 4/22 ～ 4/28 4/29 ～ 4/30 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

4,484,563 720 6,229

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

948,615 1,096,343 897,847 1,012,833 528,925

4月22日 4月23日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日 4月28日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 2.2 2,509 0.9 1.3 2,378 0.0 0.0 0

西北西風 1.6 0.5 3,559 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.2 1.8 2,767 0.9 2.0 2,025 3.0 0.5 6,890

北西風 2.6 0.3 5,791 1.5 1.0 3,331 1.3 1.3 2,896 2.3 1.2 5,126 1.6 3.2 3,694 1.0 0.7 2,271 1.7 2.7 3,804

北北西風 3.0 5.3 6,692 2.8 8.5 6,343 1.6 9.2 3,634 3.0 14.2 6,693 2.5 3.5 5,724 0.8 0.5 1,811 2.1 3.3 4,641

北風 3.3 3.5 10,300 3.6 10.5 11,343 1.7 3.8 5,495 3.1 6.2 9,721 1.9 1.8 6,116 1.1 0.3 3,301 2.1 1.8 6,631

北北東風 2.0 1.0 4,452 3.1 4.0 6,942 1.2 0.7 2,660 2.0 1.7 4,482 1.4 0.3 3,056 0.7 0.3 1,471 3.4 1.2 7,762

北東風 0.7 0.3 1,476 0.0 0.0 0 1.5 1.2 3,342 1.7 0.7 3,918 1.5 1.3 3,407 0.0 0.0 0 3.6 1.8 8,279

東北東風 1.3 0.7 2,896 0.0 0.0 0 1.4 2.7 3,152 1.5 0.2 3,407 0.7 0.2 1,590 0.0 0.0 0 2.7 0.3 6,133

東風 1.3 0.7 3,601 0.0 0.0 0 1.2 1.3 3,329 0.0 0.0 0 1.1 0.7 3,058 0.0 0.0 0 1.7 0.2 4,620

東南東風 1.1 0.8 2,514 0.0 0.0 0 1.3 1.8 2,857 0.0 0.0 0 2.0 0.3 4,377 1.5 0.3 3,255 1.9 1.3 4,293

南東風 2.3 3.5 5,109 0.0 0.0 0 1.7 0.7 3,759 0.0 0.0 0 2.4 2.2 5,404 1.5 1.2 3,463 2.4 1.2 5,483

南南東風 3.2 5.7 7,084 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 2.0 5,596 3.9 5.2 8,708 3.7 1.8 8,180

南風 3.3 1.2 10,417 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.4 0.5 4,486 3.4 5.3 10,719 3.8 3.8 11,756

南南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.8 2,910 2.6 2.7 5,820 3.0 2.7 6,603

南西風 0.8 0.2 1,796 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 1.2 2,116 2.3 1.0 5,200 1.3 1.0 2,993

西南西風 0.8 0.2 1,796 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.3 2,918 1.0 0.5 2,319 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

157,596 204,120 84,500 171,391 93,786 140,392 161,048
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 低いレベルで安定。

 ⼤きな上昇はなく、低濃度で安定。


